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北海道・東北沖で海洋熱波が頻発していることが明らかに 

―海洋熱波とブリの漁獲量にも関連性― 

 

1. 発表のポイント 

◆ 2010～2016年、北海道・東北沖で海洋熱波と呼ばれる水温上昇が毎年夏に発生してい

た。 

◆ 一連の海洋熱波は黒潮由来の暖水渦が親潮の南下を妨げたことによるもの。 

◆ 海洋熱波と北海道太平洋側におけるブリの漁獲量の急増は統計的な関連性が認められ

た。 

 

２．概要 

国立研究開発法人海洋研究開発機構（理事長 松永是）付加価値情報創生部門アプリケー

ションラボの美山透主任研究員と北海道大学の見延庄士郎教授らの共同研究チームは、北海

道・東北沖に広がる親潮域において 2010年から 2016年まで海洋熱波と呼ばれる水温上昇が毎

年夏に発生していたことを示しました。 

海洋熱波とは、数日から数年にわたり急激に海水温が上昇する現象です。その発生頻度は

過去 100 年間で大幅に増加しており、海洋生態系に与える影響が危惧されています。日本近

海においても地球温暖化による海水温の上昇が見て取れますが、本研究では急激な温度変化

という視点から親潮域の環境変化を分析しました。 

その結果、2010～2016年の北海道・東北沖で海洋熱波が毎年夏に発生していたことを突き

止めました（図 1、3）。また、水温の上昇は水深 200m以上に及んでおり（図 4）、黒潮由来の

暖水渦が親潮の沿岸での南下を妨げたことによるものであることも明らかになりました（図

5）。さらに、2010年以降に北海道太平洋側におけるブリの漁獲量は急増しており、水温上昇

と漁獲量の変化に有意な関係があることも認められました (図 2)。 

本研究は JSPS科研費 JP19H0569の助成を受けたものであり、本成果は Frontiers in Marine 

Science誌に 1月 14日付け（日本時間）で掲載される予定です。 
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３．背景 

近年、地球温暖化による海面水温上昇と共に、海洋熱波と呼ばれる数日から数年にわたる

急激な水温上昇が注目を集めています。海洋熱波の発生頻度は過去 100 年間で大幅に増加し

ており、1925年から 2016年までの間に世界全体では年間発生日数が 54％も増加しています。

海洋熱波は、地球温暖化と相まって海洋生態系に大きな影響を与える可能性があります。 

近年、日本の親潮域でも高い水温が観測されており、その影響で 2010年以降の北日本の沿

岸域では、ブリなどの温帯魚が以前よりも多く漁獲されていることがよく報道されています。

逆にサンマなどの寒流魚は 2010年以降激減したことが知られています。 

これまで、親潮域の高い水温について地球温暖化または十年スケールのゆっくりとした変

動の影響として調べられてはきましたが、急激な温度変化という視点からの分析はされてい

ませんでした。そこで本研究では、2010年以降の 2010-2016年を対象として、親潮域の急激

な温度変化やその原因などを分析しました。 

 

４．成果 

 人工衛星のデータから得られた海面水温の 2010-2016 年の平均と 1993-2009 年の平均との

差を見ると、親潮域で特に夏に海面水温が上昇していました(図 1C)。図 1の黒四角の領域の

温度の時間変化を見ると、2010 年から 2016 年まで高い水温が続いていました(図 2 黒線)。

過去にも水温が高かった年はありましたが、かつてこのように連続して温度が高くなったこ

とはありませんでした。図 2の赤線は北海道太平洋側のブリの漁獲量で、2010年以降に温度

が高くなって以降にブリの漁獲量が上昇していることから、両者が関係していることが強く

示唆されます。 

 海洋熱波では、過去の統計で 10%以下しか起こらない高水温が 5 日以上続くという定義が

よく使われます。図 1 の黒四角の領域でこの定義を用いると、2010～2016 年の夏に海洋熱波

が毎年発生していることが明らかとなりました(図 3 の緑線を越えた赤塗りの部分)。また、

海洋熱波の基準の 2倍(図 3の緑点線)を上回る強い海洋熱波が発生した年もありました。 

 さらに、海洋研究開発機構アプリケーションラボが開発した海流予測モデル JCOPE2 で調べ

た結果、夏に高水温となるのは海面だけでなく、海面下にまで広がっていたことがわかりま

した(図 4A)。特に 2015年から 2016年にかけては、夏だけでなく冬も通して水温が高くなっ

ていました。水温だけでなく塩分も高くなっていることから、高温で高塩分である黒潮の影

響が示唆されます (図 4B)。 

 一般的に海洋熱波の原因は、大気温が高くなって大気が海を温めること、または海流の変化が

考えられます。今回の場合、水温が高くなった結果として海から大気に与える熱はむしろ増え

ていることから、暑い夏が続いて水温が高くなったわけではありません。そこで人工衛星の

データや JCOPE2を用いて詳細に分析した結果、黒潮から親潮域に達した暖水渦が増加し、沿

岸寄りの親潮の南下をせき止め、温度上昇につながっていたことがわかりました(図 5)。 

 

５．今後の展望 

本研究では黒潮由来の暖水渦が親潮の沿岸側の南下を妨げ、海洋熱波を引き起こしていた



ことを突き止めましたが、なぜ黒潮由来の渦が多くなったのかまではわかっておらず、今後、

原因のメカニズムを明らかにする研究を進める予定です。図 2では 2017、2018年と温度が平

年並みに下がっていますが、2019、2020年と再び暖水渦で水温が上昇しています。ブリの漁

獲量も高止まりしたままです。海洋熱波の起こりやすい状況が常態化している恐れがありま

す。 

また、本研究は日本周辺の海洋の変化は地球温暖化によって徐々に水温が上昇するだけで

なく、海洋熱波による急激な変化が起こりうることを示しています。地球温暖化が進むと漁

業などへの海洋熱波の影響はより大きいものになると考えられ、海洋予測モデルを活用した

モニタリング体制の構築に向けて準備を進めています。 
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図 1: 各季節の 2010-2016 年平均海面水温の 1993－2009年からの差（色：℃）と 2010～2016 

年平均海面水温（等値線：℃）。(A) 1から 3月、(B) 4から 6月、(C) 7から 9月、(D) 10

から 12月。 

 

 

 

図 2: 図 1の黒線枠で平均した夏期(7～9月平均)海面水温の時系列（黒線；左縦軸の℃）と

北海道南東部（日高・十勝・釧路）のブリ漁獲量の時系列（赤線；右縦軸のトン）。漁獲量デ

ータは「北海道水産現勢」（ http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/sum/03kanrig/sui-

toukei/suitoukei.htm）より入手した。 



 

図 3：各年の青線が平年の季節水温変化で黒線が実際の温度。緑線を越えると統計的に 10%以

下の頻度の高温。赤色で塗りつぶされた領域が、その高温が 5 日以上続いて海洋熱波と定義

された期間。緑の点線は青線と緑の差を 2倍にした線。 

 

 
図 4: 図 1の黒枠線 

深さ方向の 2010 年から 2016 年までの（A）水温と（B）塩分の 1993-2009 年との差。横軸が

時間、縦軸が深さ。青線は夏期(7～9月)の 200mの深さを示す。 



 

図 5: 概念図。青線が 1993-2009年の親潮の流れ方で、赤線が 2010-2016年の親潮の流れ方。

黒潮から暖水渦がよく近づいたため、2010年以降は沿岸で親潮が南下しにくくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


